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4年間の学習の総括
平成15年度
卒業論文発表会

2月6日（金）・7日（土）の2日
間にわたり、総合政策学部の卒業
論文発表会が開催された。例年こ
の時期に4年生の卒業論文の評価を
かねて開催されるもので、今年で3
回目。第3期卒業予定者109名の
うち79名が、それぞれのテーマに
よる卒業研究の成果を教員や学生
の前で発表した。
卒論発表会は、行政・経営コー

スが1会場、環境・地域コースは2
会場（環境政策講座と地域政策講
座各1会場）に分かれ、地域政策講
座のみ6日・7日の両日、他は6日
に午前・午後を通して熱のこもっ
た発表と質疑応答が行われた（詳
細は2・3頁）。

特集●総合政策学部の

学習・研究

CONTENTS

総合政策学部における卒業研究
卒論発表会

おじゃましますゼミ編
小針教授ゼミ
古川教授ゼミ

New Intelligence
姜光洙　先生
一冊の本

三浦黎明　教授
三期生の卒業と就職状況

数理の世界
「セントペテルスブルクのパラドックス」

キャンパスの生き物
「シマヘビ」



●MONTO 第11号（2004.4.6）

03

おじゃまします
ゼミ編

古
川
ゼ
ミ
で
は
、
三
年
生
の
専
門
演
習

の
真
っ
最
中
。
六
百
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
企

業
経
営
学
の
専
門
書
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
を
テ
キ
ス
ト
に
、
簗
場

俊
明
さ
ん
、
西
村
諭
さ
ん
、
工
藤
祐
貴
さ

ん
、
そ
し
て
平
山
和
泉
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

分
担
し
た
各
章
の
発
表
を
行
い
、
全
員
で

の
討
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。そ
の
中
心
で
、

時
に
発
表
者
に
厳
し
い
質
問
を
投
げ
か

け
、
そ
し
て
さ
り
げ
な
く
回
答
を
示
唆
す

る
の
が
古
川
先
生
。
現
在
は
こ
の
テ
キ
ス

ト
の
熟
読
が
実
習
の
中
心
だ
が
、
既
に
卒

論
の
テ
ー
マ
相
談
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て

い
る
。

昨
年
度
は
六
人
の
学
生
が
古
川
ゼ
ミ
に

所
属
し
、
卒
論
発
表
に
の
ぞ
ん
だ
。
現
在

の
メ
ン
バ
ー
は
五
人
。「
ま
だ
ま
だ
卒
論

テ
ー
マ
は
漠
然
と
し
て
い
る
」
と
い
う
古

川
先
生
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
や
り
た
い
テ

ー
マ
は
見
え
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。「
自

分
の
身
の
回
り
の
事
で
い
い
。『
こ
れ
は

何
だ
ろ
う
』『
こ
れ
を
改
善
し
た
い
』
な

ど
関
心
を
持
っ
て
、
自
分
で
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
古
川
先
生
は
話
す
。

「
経
営
学
を
幅
広
い
観
点
で
教
え
て
く

れ
る
の
が
古
川
先
生
。初
め
は
近
付
き
が
た

い
印
象
で
し
た
が
と
て
も
気
さ
く
な
先
生
で

す
」
と
簗
場
さ
ん
。「
飲
み
会
も
他
ゼ
ミ
と

比
べ
て
多
い
し
」
の
一
言
に
は
、
ゼ
ミ
生
だ

け
で
な
く
先
生
か
ら
も
笑
い
が
お
こ
っ
た
。

行
政
・
経
営
コ
ー
ス

行
政
学
や
法
律
か
ら
経
営
や
金
融
経
済
、
そ
し
て

地
方
自
治
や
住
民
参
加
ま
で
。
日
常
生
活
の
根
幹
を

な
す
重
要
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
ほ
と
ん
ど
に
関
わ
る

学
問
を
扱
う
「
行
政
・
経
営
コ
ー
ス
」。
卒
論
発
表

会
も
、
と
て
も
広
範
囲
に
わ
た
る
テ
ー
マ
内
容
で
し

た
。
例
え
ば
株
式
や
債
券
を
使
っ
た
投
資
戦
略
、
企

業
に
お
け
る
環
境
会
計
導
入
の
可
能
性
、
あ
る
い
は

男
女
雇
用
均
等
法
や
老
人
福
祉
政
策
に
つ
い
て
の
考

察
。
な
か
に
は
ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
や
微
積

分
な
ど
数
学
的
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
学
生
も
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
、
ほ
ん
の
数
例
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

生
活
に
密
着
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
扱
っ
た
も
の

が
多
い
行
政
・
経
営
コ
ー
ス
で
す
が
、
そ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
方
法
は
数
理
的
か
つ
科
学
的
。
し
か
し
各
人
と

も
四
年
間
専
門
知
識
を
深
め
、
調
査
研
究
を
す
す
め

て
き
た
だ
け
に
、
ど
の
発
表
も
参
加
者
の
興
味
を
ひ

く
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
難
し
い
数
学
定
理
に
も
関
わ
ら
ず
会
場
を

お
お
い
に
沸
か
せ
て
い
た
男
子
学
生
。
学
問
の
楽
し

さ
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
政
策
講
座

「
地
域
政
策
講
座
」
で
は
、
卒
論
発
表
で
最
も
優

れ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
学
生
を
「
ベ

ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
」
に
選
定
し
て
表
彰

す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
受
賞
者
に

は
ト
ロ
フ
ィ
ー
ま
で
進
呈
。
発
表
者
の
意
気
高
揚
に

一
役
買
う
粋
な
計
ら
い
で
す
。

防
災
や
交
通
網
整
備
の
問
題
と
い
っ
た
地
域
計

画
、
現
在
議
論
の
最
中
の
市
町
村
合
併
、
あ
る
い
は

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地
産
地
消
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
い
っ
た
地
域
活
性
化
方
策
。
さ
ら
に
は
環
境
問
題
、

青
少
年
問
題
な
ど
な
ど
。
地
域
政
策
講
座
の
卒
論
テ

ー
マ
は
、
具
体
的
な
社
会
現
象
を
取
り
上
げ
た
も
の

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
発
表
に
も
、
写
真
や
図
表

な
ど
が
多
用
さ
れ
、
視
覚
的
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
た
よ
う

で
す
。
様
々
な
角
度
か
ら
岩
手
を
検
証
す
る
発
表
は
、

こ
こ
に
暮
ら
す
者
に
と
っ
て
は
興
味
深
い
も
の
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
の
質
問
も
数
多
く
飛
び
出
し
、
時

間
オ
ー
バ
ー
と
い
う
場
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

環
境
政
策
講
座

自
然
環
境
を
人
と
の
関
わ
り
か
ら
検
証
し
て
い
く

「
環
境
政
策
講
座
」。
今
回
の
発
表
会
で
登
場
し
た
テ

ー
マ
は
、
北
上
五
大
ダ
ム
の
富
栄
養
化
に
始
ま
っ
て
、

東
和
町
の
環
境
基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て
や
、
閉
伊

川
流
域
の
環
境
保
全
の
取
り
組
み
、
あ
る
い
は
浄
土

ヶ
浜
の
景
観
分
析
や
、
岩
手
・
青
森
県
境
の
産
廃
問

題
な
ど
約
三
十
項
目
。
環
境
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
動

植
物
の
実
態
調
査
や
農
林
水
産
業
振
興
、
市
街
地
活

性
化
策
な
ど
選
定
テ
ー
マ
の
多
彩
さ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
何
よ
り
調
査
研
究
地
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

い
る
点
が
目
を
引
き
ま
し
た
。

机
上
で
は
実
態
を
つ
か
む
の
が
難
し
い
自
然
や
環

境
問
題
に
つ
い
て
、
何
度
と
な
く
現
地
に
出
向
き
、

地
道
な
調
査
を
行
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
参
加
者

か
ら
の
質
問
も
突
っ
込
ん
だ
内
容
が
数
多
く
飛
び
出
し

ま
し
た
。

発
表
で
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
い
、

写
真
や
図
表
な
ど
を
用
い
て
研
究
成
果
を
披
露
。
美

し
い
森
や
海
、
そ
し
て
そ
こ
に
生
き
る
動
植
物
の
写

真
が
、
改
め
て
岩
手
の
自
然
の
豊
か
さ
を
伝
え
ま
す
。

発
表
者
の
思
い
や
願
い
も
感
じ
る
内
容
で
し
た
。

古川浩一教授
研究室の巻

経営学を柱に問題を発見し
思考する力を養ってほしい
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総
合
政
策
学
部
に
お
け
る
卒
業
研
究

おじゃまします
ゼミ編

小
針
ゼ
ミ
で
は
、
三
年
生
と
四
年
生
が

共
に
専
門
演
習
を
行
っ
て
い
る
。本
日
は
、

卒
論
テ
ー
マ
の
調
査
を
す
す
め
て
き
た
四

年
生
の
清
水
健
一
さ
ん
、
平
野
裕
幸
さ
ん

と
、三
年
生
の
小
岩
美
奈
子
さ
ん
、阿
部
諒

大
さ
ん
の
状
況
報
告
。
小
針
先
生
か
ら
指

導
を
受
け
な
が
ら
官
報
や
判
例
集
な
ど
研

究
室
の
資
料
も
参
照
し
、
テ
ー
マ
の
方
向

性
や
調
査
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
。

「
憲
法
や
法
律
な
ど
の
論
文
の
成
否
は
、

問
題
設
定
が
き
ち
ん
と
で
き
る
か
、
ど
れ

だ
け
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
し
か
し
、
何
よ
り

本
人
が
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大

事
。
私
は
学
生
に
ま
ず
委
ね
、
出
て
き
た

テ
ー
マ
に
対
し
て
指
導
し
ま
す
」
と
小
針

先
生
。
三
、
四
年
の
合
同
演
習
も
「
各
人

の
持
ち
味
を
見
抜
い
て
伸
ば
し
て
や
り
た

い
」
と
考
え
る
先
生
な
ら
で
は
の
方
式
と

思
わ
れ
る
。

憲
法
、
そ
し
て
法
律
と
い
う
学
問
的
イ

メ
ー
ジ
か
ら
緊
張
感
あ
る
ゼ
ミ
を
想
像
し

て
い
た
。
先
生
ご
自
身
も
「
私
は
厳
し
い

で
す
よ
」
と
言
う
が
、「
先
生
は
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
の
合
間
に
、
と
て
も
面
白
い

こ
と
を
言
い
ま
す
」
と
小
岩
さ
ん
。
平
野

さ
ん
も
「
自
分
が
気
付
か
な
い
問
題
点
も

教
え
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
先
生
」
と
話

す
。
厳
し
さ
の
中
に
あ
る
ユ
ー
モ
ア
。

そ
れ
が
小
針
ゼ
ミ
の
”持
ち
味
“の
よ
う
だ
。

小針 司教授
研究室の巻

本人の持ち味を見極め
その個性を伸ばしてやりたい

卒
論
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
開
催
（
環
境
政
策
講
座
）
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（
本
学
部
教
授
・
日
本
経
済
史
）

昨年11月1日、岩手県立大学を
会場にフォーラム「山・森と流域
を見つめなおす－人々が出会い連
携する場に－」が開催され、平塚
教授と筆者が講演とワークショッ
プの世話役を務めた。主催は岩手
日報社など東北八新聞社協議会。
各県ごとに重点課題を設定し、住
民とともに問題の解決方向や活性
化の方策を考えていくというのが
趣旨であり、３ヵ年企画の１年目
である。
フォーラムのテーマとして、岩

手の大きな特徴の一つであり、多
くの課題を抱えている「森林」を
核に据えることにした。参加者は
約60名。盛岡市・滝沢村をはじめ
遠くは一戸町、湯田町、宮古市か
ら、林家の方々、森林ボランティ
ア、自然保護や自然観察会を実施

している人、行政関係者など様々
な立場の方々にご参加いただいた。
本学の学生たちも多数参加してく
れたことがうれしかった。実際に
問題を抱え様々な実践をしている
人たちと出会うことは、学生たち
にとって現実社会との接点ができ
るという点で貴重である。これは
筆者にとっても然り。
二班に分かれて実施したワーク

ショップでは、森林および景観の
保全には、「上・下流が情報を共有
し意見を述べ合う場が必要」、「森
の維持コストを流域全体で負担す
る仕組みが必要」など様々な意見
や提案が出された。「細分化された
既成学問からのアプローチだけで
は不十分。社会経済的視点を含め
て地域全体を総合的に分析するこ
とを大学に求めたい」との要望は、

大学－地域
間連携を進
めていく上
で肝に銘じ
たい点であ
り、総合政
策学部への
期待感とし
て筆者は重
く受け止め
た。
このフォ

ーラムでの
出会いを契
機に、森林
に関わる諸問題を学生とともに学
ぶ行動を起こした。早速11月15
日、フォーラム参加者の一人、宮
古市の佐々木宏さんの案内で川井
村の伐採跡地における作業道崩壊
現場を視察。12月13日には、山
村生活文化創造・体験施設と呼ぶ
べき「どん栗村」（一戸町の赤屋敷
さんご夫妻）を訪問（写真参照）。

いずれも、机上の学習では味わえ
ない「現実」を身をもって知る貴
重な機会となった。
２年目のフォーラム（2004年

11月予定）に向けて、このような
取り組みを今後も継続しながら、
様々な立場の人たちと意見交換で
きる「場（ネットワーク）」が形づ
くられていくことを望んでいる。

大学・地域間連携の橋渡しに
県立大学で森林・流域フォーラム開催　　　 豊島正幸

「どん栗村」村長の赤屋敷信一さん（後列右から3人目）

宇
野
弘
蔵
編『
経
済
学（
上
・
下
）』（
一
九
五
六
年
、
角
川
全
書
）
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◆プロフィール
法学博士。韓国・国立釜山大学校社会科学大学大学院修士課程を
修了後、94年4月に東京大学大学院研究生として来日。同大学院
法学政治学研究科博士課程修了後、日本学術振興会特別研究員、
財団法人行政管理研究センター研究員などを経て着任。

姜
カ ン

光洙
ガ ン シ ュ

先生

行
政
、
生
活
上
の
問
題
点
は

社
会
の
全
体
像
か
ら
捉
え
る
べ
き

1月19日（月）午後3時半から、
IPU特別セミナー「デジタル放送
からユビキタス社会へ」が、総務
省総合通信基盤局電波部長の竹田
義行氏を迎え、県立大学講堂にお
いて開催された。
このセミナーは、岩手県立大

学・岩手県立大学総合政策学会・
財団法人岩手県学術研究振興財団
の主催、社団法人岩手県工業クラ
ブの共催により、主に地域企業を
対象に開催されたものである。当
日は雪の降りしきる中、企業関係
者をはじめ、学内の教員や学生も
多数参加した。なお、セミナーに
先立ち、竹田氏による本学学生へ
の特別講義も行われた。
セミナーは、本学部の徳久勲教

授の司会で進められた。参加者は、
わが国の電波行政やIT政策の立案

責任者の一人である竹田氏の講演
を通じて、地上波テレビ放送のデ
ジタル化の現況や、デジタル放送
の普及に伴う多様なサービスの可
能性などについて知見を深めた。
わが国の放送市場の約8割を占

める地上波テレビを、現行のアナ
ログ方式からデジタル方式に変更
するメリットとしては、次のよう
なものがあげられる。
まず、高画質な映像･音声サービ

スが可能となる。チャンネルの変
更で周波数（電波）に余裕ができ
ることから、携帯電話などの他の
通信に周波数を配分することが可
能となり、周波数資源の有効利用
につながる。また、番組の選択・
加工が可能となることで、欲しい
情報をいつでも入手できるように
なり、高齢者や障害者に優しいサ

ービスの充実も可能となる。さら
に、テレビ受像機とインターネッ
トなどの他の通信網との連携が可
能となり、関連する情報家電市場
の発展が期待できる。
セミナーでは、総務省で現在進

められている実証実験の事例も取
り上げられ、地上波テレビ放送の
デジタル化が、電子自治体や高度
道路交通システム（ITS）など、
生活に関する様々なサービスを実
現する可能性を有しており、わが
国の社会に多大なインパクトをも
たらす可能性が示された。
なお、岩手県での地上波デジタ

ル放送の開始と本格的な普及につ
いては、2006年末予定の本放送
開始と同じ時期になるだろうとの
見通しが示された。また、現行の
アナログ放送は2011年に終了予

定であるものの、家庭での受信の
移行については、デジタル放送対
応のチューナーやテレビ受像機の
価格が、普及の進展に伴い低下し
ていくとみられることから、アナ
ログ放送終了の時点で大きな混乱
は生じないだろうとの見通しが示
された。
講演終了後、放送以外も含めた

岩手県でのデジタル化の現状や、
地方の情報化を進める上での要件
について質疑応答が行われた。放
送のデジタル化に関する最新動向
を知るだけではなく、地域社会に
おける情報技術の意義について考
える上でも有意義であったと思わ
れる。

特別セミナー「デジタル放送からユビキタス社会へ」
デジタル放送の現況と展望について地域企業とともに知見を深める

MONTO 第11号（2004.4.6）●
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コインを投げて、1回目に表が出

たら1円、2回目に表が出たら2円、

3回目に表が出たら4円、…もらえ

るくじを考える（一般に、n回目に

表が出たら、2  円もらえることに

なる）。さて、今、このくじと現金

100万円のどちらかを得る権利が

あるとする。あなたはどちらを選ぶ

だろうか。続きの文章を読む前に考

えて欲しい。

おそらく、ほとんどの読者は、現

金を選んだのではないかと思う。訳

の分からないくじをもらうよりは、

確実に100万円をもらえる方が良

い。100万円と言えば大金（少な

くとも筆者にとっては）である。

しかし、パラドックスと呼ばれる

からには、これでは終わらない。く

じの有利・不利を示す指標として、

期待値を学習したことを記憶してい

る読者がいるかもしれない。期待値

とは、それぞれの事象が起こる確率

と、そのときにもらえる金額を掛け

算し、その合計を求めたものである。

それでは、先ほどのく

じの期待値は100万円よ

り大きいだろうか、小さ

いだろうか。左図は、問

題のくじにおける賞金の

決定方法を表したもので

ある。例えば、4円をもらえる確率

は、最初の2回は裏が出る確率

（1/2×1/2）に3回目に表が出る

確率(1/2 )を掛けて（=1/2×

1/2×1/2=1/8）得られる。同様

に考えて、このくじの期待値を求め

ると、（1円もらえる確率）×1 +

（2円もらえる確率）×2 +（4円も

らえる確率）×4 + … = 1/2×1

+ 1/2×1/2×2 + 1/2×1/2×

1/2×4 + … = 1/2+1/2+1/2+

… = ∞円、つまり無限大になって

しまう。期待値を計算すると100

万円よりはるかに大きいのにも関わ

らず、多くの人は現金100万円を

選んでしまう、ということが「パラ

ドックス」と呼ばれる所以である。

18世紀の初めに、この現象につ

いて述べたベルヌーイが提唱したの

は、人々がくじを好むかどうかの基

準として、金額の期待値ではなく、

その金額を得たときに主観的に感じ

る「効用」の期待値を考えることで

あった。例えば、1円もらえること

の効用が1、2円の効用が2、4円

の効用が3、…（一般に、2 円の効

用がn+1）だとすると、効用の期

待値は2に過ぎない。同じ方法で

100万円の効用を求めると、およ

そ20に相当するため、20 > 2より

100万円の方が良い、という訳で

ある（計算は省略する）。

ベルヌーイは、このような「期待

効用」の、いわばアイディアを述べ

ただけであるが、どのような行動パ

ターンを示す人が期待効用理論で表

現できるか明らかになったのは、

20世紀半ばのことである。

（本学部助手・ゲーム理論）

参考：ピーター・バーンスタイン（青山

護訳）『リスク　神々への反逆』日本経

済新聞社

数理の世界
セントペテルスブルクのパラドックス
小井田　伸雄

就職談話会

●MONTO 第11号（2004.4.6）
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平成15年度の就職状況
総合政策学部就職委員会

景気回復の兆しが徐々に見える中ではあります

が、本年度の学生の求職活動は昨年度以上に苦労

が多かったと思います。岩手県内大学生の内定状

況は昨年12月現在で1995年以来最低の42.8%

となりました。求人数も昨年より少なくなってい

ます。この原因は単に世の中が不況というだけで

なく、たとえ企業の業績が好調でも、企業が人件

費を抑え、正社員を派遣社員やアルバイトに変え、

情報化を行うなど機械化と効率化を目指している

ことから生じているものと思われます。また、最

近企業は新卒の採用者を、採用枠分フルにとるこ

とをやめ、欲しい人材がいなければ欠員にして代

わりに中途採用者を採用するなど、より厳しい選

考を行っています。

このような厳しい状況の中ですが、3月15日現

在、総合政策学部4年生の就職希望者89名中76

名が内定しており、内定率は85.4%となっていま

す。この数値は必ずしも十分とはいえませんが、

昨今の情勢の中ではよく健闘していると思います。

内定先の内訳は、公務員が国家・地方合わせて9

名、民間が卸・小売業○○名、金融・保険業○○

名、製造業○名などとなっています（グラフ「業

種別の就職内定状況」参照）。就職先では県内が約

62％、岩手県を除く東北18％。東京その他が

20％で依然として県内志望の傾向が見られます。

しかしこの割合は昨年よりやや減少しており、県

外にも目を向けた活動が行われてきたことを示し

ていると思われます。

なお、最近の企業の求人活動は早期化する傾向

があり、早いところでは3年生の秋から求人活動

を開始しており、その他の企業も影響を受けて人

材を確保するために年々求人活動が早期化すると

いう現象があります。学生の教育には好ましい傾

向とはいえませんが、社会全体の流れとして大学

でも対応せざるを得ません。このため来年度はガ

イダンスなどをさらに前倒しして行う予定です。

本年度も、事務局の開催する就職ガイダンスの

ほかに、学部独自の就職支援活動を行いました。

5月7日にインターンシップ説明会、7月2日に公

務員試験ガイダンス、1月24日には本年度初めて

OBを4名招き、職業の実際と受験活動について講

演をしていただきました（7頁「就職談話会」参

照）。また学部として企業訪問を行い、求人の開拓

を行いました。来年度については就職支援のあり

方について研究を深め、さらに支援活動を充実さ

せていきたいと考えております。
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